


 
 
小さな町にポストがありました

ポストくんは　わくわくです

 
だって今日はまちにまったポストの休日

 
「今日は仕事を忘れて好きなことができるぞ」

 
 
 
 



 
「さぁーて、どこに行こうかな」

 
久しぶりの休日です

ポストくんは足をえいっともちあげました

 
いきなりポストくんが動いたものだから

ノラ猫がおどろいちゃった

 
ポストくんはでかけていきました



 
 
その後に　小さな男の子がやってきました

マーくんです

 
ポストにはがきをだしにきたみたい　だけど　あれれ・・・

「ポストがないよー」

 
そこをとうりかかったバイクのおじさんは言いました

「あれれ　知らなかったのかい　

今日はポストの休日なんだよ」

 
「そんなぁ　ぼく　はがきだしたかったのに・・・」

 
マーくんはがっかり

 
 



 
ポストくんは仲間のもとに　かけていきました

町は赤いポストたちで　にぎわっています

こんなにたくさん　どこから　やってきたのでしょうか

 
「ひさしぶりー」

「おぉひさしぶり〜」

あちらこちらで　あいさつの声

 
 

「今日はポストの休日だ　みんな楽しもうよ〜」

ポストたちは　わいわい　がやがや　楽しそう

 
ポストくんは　さっそく　やりたかったことをやりはじめました　

 



 
そうそう　してみたかったんだ

本屋さんで　立ち読み

 
ポストくんは　さっそく　本屋さんに入りました

 
「この料理おいしそうだね」

「こっちも、おいしそうだよ」

 
ポストくんは楽しそう

 
「ねぇ　お母さん、ポストが本を読んでいるよ」

小さい女の子は目をパチクリ

 
「今日はポストさんの休日だからよ」



 
そうそう　してみたかったんだ

映画館で　映画をみるの

 
ポストくんはさっそく映画館に入りました

ポップコーンも買いました

 
「すごい、大きなスクリーン」

「ポップコーンはおいしいね！」

ポストくんはびっくりしました

 
たくさんのポストたちが映画館に行ったので　満員になりました

 
「えっ今日はもう満員なの」

入れなかったお客さんはがっかり

 



 
 
そうそう　してみたかったんだ

レストランでご飯

 
ポストくんは　さっそく　レストランに入りました

 
「お客さん、ご注文はなんですか」

ポストくんはメニューとにらめっこ

 
「これも、いいな・・・う〜ん・・・。

それじゃあ　はがきをください」　

 
 

これには店員さんもびっくり

 



 
そうそう　してみたかったんだ

電車に乗ること

 
ポストくんはさっそく　電車に乗りました

 
ガタンゴトーン　ガタンゴトーン

 
「ねぇ、あの電車　ポストくんでぎゅうぎゅうだぁ」

 
ふみきりがあくのをまっていた人もおどろいた

 



 
「う〜ん、次はどうしよう」とポストくんが考えていると

小さい男の子がかけてきました

 
さっきのマーくんです

 
「ねぇねぇ、ポストさん。ぼくのはがきをうけとってよ」

 
「えっ・・・今日は休日だから仕事はしないんだよ」

ポストくんは　いやそうな顔をしました

 
 

「おねがいだよ。ポストさん　このはがき　早くだしたいの」

男の子の一生懸命書いたはがき。

 
それをみたら、なんだかポストくんは仕事がしたくなりました

 
 



 
 
ポストくんは　はがきをゴクリと飲み込みました

 
「まかしてね、マーくん。このはがき　僕がしっかり、受け取ったよ」

ポストくんがそう言うと、

マーくんは　嬉しそうに　にっこりと笑いました

 
その顔をみて　ポストくんも　うれしくなりました

 
 

さぁ、　ポストくんの休日も　もうおしまいです

「みんな　次の休日にまた会おうね」

 
ポストたちは帰っていきます

 
「早くこのはがきを届けなくちゃ」

とポストくんはスキップしながら　帰っていきましたとさ

 


